
 

 1 / 2 

 

Press Release 

報道関係者各位 

 

 

2017年1月26日 

公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 

 

 

ヨーロッパ難民危機 
危険なルートを移動するも、バルカン諸国の国境で、 

違法に押し戻される難民・移民の子どもたち 

 
 

【2017 年 1 月 24 日ベオグラード発】 

 

子ども支援専門の国際 NGO であるセーブ・ザ・チル

ドレンによると、昨年 3月の EU-トルコ合意により、

バルカン諸国を通過する難民は、非常に危険なル

ートの選択を余儀なくされており、気温が氷点下に

なる中で山や森を移動する子どもたちは、野犬から

の襲撃や、警察と違法な渡航支援業者双方からの

暴力行為にさらされています。 

 

過去 2 ヶ月間で、ハンガリーとクロアチアに入国した

難民・移民が、しばしば暴力的に、セルビア側に不

法に押し戻されるケースが 1,600 件発生しています

が1、これは、国際社会の保護を求めている個人に

対する、人権法や難民法に違反した行為です。 

 

セーブ・ザ・チルドレンは、現在セルビアには日におよそ 100 人の難民・移民が新たに流入していると見てい

ます。セルビアに入国する難民・移民の約 46%が子どもで、そのうちの 20%が、大人の付き添いがなく子ども

だけで移動しており、中には8、9歳の幼い子どもも含まれています。セーブ・ザ・チルドレンは、セルビア政府

に協力しながら、そうした難民・移民が安全に過ごせる場所の整備や、大人の付き添いがいない子どもの保

護を実施すると同時に、他の支援団体と協力しながら、セルビアの首都ベオグラードで、新たに流入する難

民・移民が 24 時間利用できる支援拠点を運営しています。 

 

支援拠点にやってきた、12歳のアフガニスタンからの子どもは、「ここに辿り着くまでに多くの困難に遭遇した

けれど、森を移動する時が特に大変でした。ブルガリアの警察は、『どうしてヨーロッパに来たんだ』と言いな

がら暴力を振るい、お金を取り上げました。警察だけじゃなく、マフィアにも絡まれました」と、セーブ・ザ・チル

ドレンのスタッフに話しました。 

 

また、過激派組織「IS（イスラミックステート/イスラム国）」の攻撃により家が破壊され、子どもが学校に通え

なくなったあるイラク人の家族は、8歳の娘を連れて、雪の降る中夜通しでブルガリアとの国境の山を越え、

早朝に支援拠点にやってきました。支援拠点に着いた時、母親は救急医療を必要としていました。 

                                                   
1 UNHCR セルビア事務所と NGO との合同会合にて、2016 年 11 月 30 日以降、ハンガリーから 1,300 人が、クロアチア
から 300 人がセルビアに強制的に押し戻されたケースが確認された。  

氷点下 10 度の気温の中、家族と移動してきた少女。 
ベオグラードの支援拠点に着いた時、少女の両手は凍傷に
なっていた。 
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セーブ・ザ・チルドレンのセルビア事務所でアドボカシー・マネージャーを務めるイェレナ・ベセディッチは、「ヨ

ーロッパにおける難民危機は、小康状態になったのではなく、特に子どもたちにとって、より危険なものにな

っているのが現実です。EU-トルコ合意は、違法な渡航支援業者が危険な手法で各国当局の網の目をくぐり

抜け、膨大な利益をもたらす機会を与えたようなものです。私たちが必要最低限の緊急人道支援を届けるこ

とすらも困難になっているのです」と訴えます。 

 

現在、毎日 100 人の新たな難民・移民が流入する中、ベオグラード中心部では、1,000 人以上が劣悪な環境

での寝起きを余儀なくされています。しかし、そうした人々の中には、公的な受け入れ施設に移れることにな

っても、難民法を無視した強制送還や、長期間施設に留められたりすることを恐れ、移転をためらう人もいま

す。セーブ・ザ・チルドレンのスタッフは、受け入れ施設に移動するためのバスに乗ることをとても恐れていた、

大人の付き添いがいない 8歳の子どもと出会いましたが、これは、ベオグラードで暗躍する違法な渡航支援

業者が、自分たちの利益のために、受け入れ施設に関する悪い噂を流しているためです。 

 

今週、セルビア政府は、雪の中、路上で過ごす難民・移民のための仮設シェルターを設置しましたが、まだま

だ需要には追いつきません。支援団体や地元の医療サービス施設は、凍傷の人や、廃棄物などを燃やして

暖をとり呼吸器系の疾患にかかった人の治療に追われています。しかし、セルビア政府は、廃墟となってい

る建物に難民・移民が居ついてしまうという理由から、公的な受け入れ施設外での食料や、防寒着、靴など

の配布に難色を示しています。 

 

セーブ・ザ・チルドレンは、EU に対して緊急シェルターを設置するための拠出の増額、また、セルビア政府に

対して公的な受け入れ施設に入る手続きを待つ難民・移民への緊急人道支援の協力を求めています。長期

的には、安全で合法な移動ルートの確保、離散家族の再会や再定住支援、人道ビザの発行、民間スポンサ

ー制度の利用など、違法な渡航支援業者を殲滅するための様々な手立てを講じる必要があります。セーブ・

ザ・チルドレンは今後も、最も脆弱な立場に置かれた、大人の付き添いがいない子どもの保護を最優先に、

難民・移民の子どもたちやその家族への支援を届けていきます。 

 

 

現地の写真、証言ビデオなどのダウンロードはこちらから可能です。 
http://storycentral.savethechildren.org.uk/?c=43925&k=f5bc11260e 

 

 

＜セーブ・ザ・チルドレン概要＞ 

セーブ・ザ・チルドレンは、すべての子どもにとって、生きる、育つ、守られる、参加する、「子どもの権利」が

実現されている世界を目指して活動する子ども支援の国際NGOです。1919年に英国で設立され、現在、日

本を含む29の国と地域の独立したメンバーが連携し、約120ヶ国で子ども支援活動を展開しています。2015

年には、およそ9,400万人（うち、子ども約6,200万人）に支援を届けました。 

 

本件に対する報道関係者のお問い合わせ先 

公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 広報 田代範子、太田しのぶ 

TEL: 03-6859-0011 E-mail: press@savechildren.or.jp 

セルビアからの中継などのお申し込み先（英語） 

TEL: +44 (0) 7831 650 409 E-mail: media@savethechildren.org.uk 
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